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演奏データ生成のイメージ

静電容量センサによる指揮インタフェース
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◆ 演奏表現における Elaboration 抽出結果

◆ 演奏表情テンプレートを利用する
                  演奏インタフェース 

◆        .MJ

AiiM

ショパンのワルツ Op.64，No.2 の 7 ～ 8 
小節目の音大ピアノ科卒 2 名の演奏表現
例．横軸がテンポ，縦軸が音量に対応する．
演奏表現上での特徴の差が見てとれる．

　　 は，拍打・指揮型の演奏インタフェースである．演奏者(ユーザ)は 
MIDI キーボード，または、指揮ジェスチャセンサを使ってテンポと全体
的な音量を与える．演奏表情データをテンプレートとして利用すること
で，演奏上のニュアンスが付加される．名ピアニストの手を借りた演奏
感覚，あるいは，名演奏家を指揮しているような感覚を味わうことがで
きる．

AiiM は CD や mp3 などの音響データを
対象とした指揮インタフェースである．音響
データにテンポ情報（拍点）を付与しておき，
wii リモコンから取得したユーザのテンポ操
作に基づき，フェイズボコーダーを用いて，
時間伸縮を実施する．予測型スケジューラ
により，テンポに関するユーザ意図と原曲意
図とのバランスをとる．
楽音の伸張の際には，予め用意した打楽器
音等非調波成分を抑制した音響データ [6]
を利用することで，音質の劣化を防いでい
る．

AiiMシステム概要 AiiM GUI

・Max/MSP上で動作
・演奏表情データベースCrest-
MusePEDB[5]に対応

・MusicXMLに対応したアーティキュ
レーションの表現

・Wiiリモコン，静電容量センサに対応
（指揮型インタフェース）
・演奏表現の可視化（２D表示）
・ピアノロール（楽譜データ）の表示


